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函館バス株式会社 
 

 

資料２ 



１  バス路線の系統廃止 

函館バスでは令和７年１０月１日に実施するダイヤ改正にあたり、赤字路線の整

理を目的として、下記の通りバス路線の系統廃止を予定しており、これらについて協

議いたします。 

 

 

○協議事項一覧 

 対象系統 起終点 見直しの内容 実施日 

① ２１０系統 

函館バスセンター 

⇔(函館駅前･五稜郭駅前･桔梗･七飯･ 

新函館北斗駅･大沼公園･駒見) 

⇔鹿部出張所 

系統廃止 

(平日 4 便/日⇒0 便/日) 

(土日祝 4便/日⇒0 便/日) 

R7.10.1 

(2025.10.1) 

② ７１０系統 

函館バスセンター 

⇔(函館駅前･五稜郭･亀田支所前･昭和･ 

七飯役場通･新函館北斗駅･八雲駅前･今金) 

⇔上三本杉 

系統廃止 

(平日 2 便/日⇒0 便/日) 

(土日祝 2便/日⇒0 便/日) 
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①  ２１０系統  

 

（１）見直しの内容：系統廃止 

 

（２）路線の概要 

 ＜現行＞ ＜見直し後＞ 

運行経路 

函館バスセンター 

⇔函館駅前・ガス会社前・五稜郭

駅前・機関区前・昭和・桔梗・大

中山・桜岡・七飯役場通・藤城・

新函館北斗駅・仁山駅通・大沼隧

道・大沼公園・吉野山・駒見・鹿

部牧場前・宮浜・鹿部町役場 

⇔鹿部出張所 

 

※一部停留所省略 

系統廃止 

運行回数 
平日        4便／日 

土日祝日    4便／日 

系統キロ 58.4km 

 

（３）見直しの考え方 

（ア）   年々利用者数も減少しており、令和８年度からは広域生活交通路線の

基準も満たせず純粋な赤字路線となること、および沿線自治体からの補

助スキームも構築できないことから、「道南地域公共交通活性化協議会」

における圏域別検討部会にて協議を重ねた上で系統廃止を実施。 

（イ）   当系統における利用の多くは函館と七飯の間に集中していることか

ら他系統での代替利用が十分に可能であり、鹿部方面と新函館北斗駅の

間については鹿部町の単独補助により「快速しかべ号（仮称）」を新規

運行予定のため、ほぼ全区間において他系統による代替利用が可能。 
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②  ７１０系統  

 

（１）見直しの内容：系統廃止 

 

（２）路線の概要 

 ＜現行＞ ＜見直し後＞ 

運行経路 

函館バスセンター 

⇔函館駅前・昭和橋・五稜郭・医

師会病院前・亀田支所前・昭和・

七飯役場通・新函館北斗駅・森川

町四区・八雲駅前・日進・今金・

桧山北高校前・北桧山・瀬棚市街 

⇔上三本杉 

 

※一部停留所省略 

系統廃止 

運行回数 
平日        2便／日 

土日祝日    2便／日 

系統キロ 146.9km 

 

（３）見直しの考え方 

（ア）   当系統は、国や北海道のいずれの補助金制度の要件も満たせず、沿線

自治体からの補助スキームも構築されていないことから当社単独で維

持している赤字路線であり、今後も当系統を当社単独で維持することは

困難であることから、現状の改善について「道南地域公共交通活性化協

議会」の圏域別検討部会にて協議を重ねた上で系統廃止を実施。 

（イ）   当系統の廃止に伴い、代替路線として「瀬棚八雲線」を新規設定し、

「函館長万部線」と接続させることで、函館と八雲・瀬棚方面のアクセ

スを引き続き確保する。また、当系統は五稜郭への移動需要が高いこと

から、函館長万部線の一部の便について五稜郭経由に経路変更を実施す

ることで利便性維持を図る。 
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